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たると思われる．
               意識の国際比較方法論（III）


























                  分子系統樹の推定
                                    長谷川 政 美
 蛋白質のアミノ酸配列データから分子系統樹を推定するための最尤法にもとづく方法を開発した
（Kishino，Miyata and Hasegawa（投稿準備中））．これはDNA塩基配列データを解析するために
Fe1sensteinによって開発された方法に近いものであり，進化速度が系統ごとに異なる場合でも真の系統
樹のよい推定を与えることができる（Fe1senstein（1981），Hasegawa andYとno（1984））．マルコフモ
デルにおけるアミノ酸置換確率行列としては，Dayhoff et a1・（1978）による経験的な行列を周し、・る．こ
の方法をミオグロビンのアミノ酸配列データに適用し，哺乳類，鳥類，ワニ類の間の系統関係を推定し
た．一般にはこの三者のうちでは鳥類とワニ類が近いとされているが，われわれの解析では哺乳類と鳥
類が近いというモデルが選ばれた．ただし，モデル間の対数尤度の差の分散まで考慮すると（Hasegawa
